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大阪大学漕艇部部則 

2010 年制定 

変更履歴は末尾に記載 

 

第１条（目的） 

大阪大学漕艇部（以下、「当部」という。）は、大阪大学（以下、「本学」という。）の課外活

動の一環として、建学の精神に則り、漕艇（ローイング）競技力向上の活動を通して、自立

した人間の成長に資することを目的とする。 

 

第２条（入部資格及び入部等の手続について） 

１．当部に入部できる者は、本学の学生で、かつ、第１条に賛同する者とする。 

２．当部に入部を希望する者は、所定の様式により主務に入部届を提出し、監督あるいは部

長の承認を得るものとする。 

３．入部後、主務は直ちに当該部員を保険に加入するものとする。 

４．休部又は退部を希望する部員は、所定の様式により休部届又は退部届を提出し、監督あ

るいは部長の承認を得るものとする。 

 

第３条（部員の義務） 

1. 部員は、部活動以前の基本として、本学の授業に出席し、単位を取得し、進級、卒業を

目指すものとする。 

2. 部員は、当部の活動は当部に関わる全ての人によって支えられている事を理解、感謝

し、以下の活動を行う。 

（1）選手は勝利を目指し、毎回の練習に参加する。授業や試験で練習できない場合は、空

き時間に代替練習を行うように努める。 

（2）スタッフは、基本業務（エッセン作りあるいは練習補助）を週 1 回以上行う。 

(3) 各大会への参加  

 

第 4 条（禁止事項） 

部員は、以下の各号に定める禁止事項を行ってはならない。 

１．活動への遅刻、無断欠席 

２．未成年飲酒、過度な飲酒、飲酒の強要、酒気帯び運転 

３．無免許運転 

４．喫煙 

５．各種ハラスメント行為 

６．アンチ・ドーピング規程が定める禁止物質の使用 

７．八百長行為その他スポーツマンシップに反する行為 
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８．その他法令上禁止されている事項 

 

第５条（部費等の納入） 

1. 部員は、当部が定める部費を、毎月の月末までに納入しなければならない。部費は選手

5,000 円、スタッフ 4,000 円とする。 

2. 前項のほか、食事代、合宿費、遠征費その他の費用が必要な場合には、部員は、当該費

用を当部が別途定める期限までに納入しなければならない。 

 

第６条（支払手続） 

1. 部員は、当部の活動に必要な支出（遠征費、宿泊費、備品の購入費等）を行う場合には、

1 万円未満の支出である場合を除き、事前に監督の承認を得るものとする。 

2. 部員は、当部の活動に必要な支出を行った場合には、当該支出に係る証憑書類（請求書、

領収書等）を会計担当者に提出し、会計担当者はそれらを 5 年間保存するものとする。

会計担当者は会計帳簿を作成し、当部の財産、損益等を記録、整理する。 

 

第７条（備品の破損あるいは紛失） 

1. 部員が不注意によって当部の備品を破損あるいは紛失した場合、当該部員が責任を以

て修復することとする。 

2. それらに至った状況を勘案した上で、当該部員はそれを復旧するために要した費用の

半額相当を負担する。但し、負担額は当該人数×5 万円を上限とする。支払い時期につ

いては、弁済時に支払うものとするが、遅くとも漕艇部の会計年度内に支払うこととす

る。 

 

第８条（地域に関する事項） 

 大阪大学漕艇部は八雲地区自治体の一員であることを自覚し、地域に誇れる活動を行ない、

以下について留意するものとする。 

１．定められた自治会費を支払う。 

２．自治会の方々、艇庫を通行する方に挨拶する。 

３．一般の方々の通行の妨げとなってはいけない。 

４．毎月の地域清掃に参加する。 

５．地域活動に積極的に参加する。 

６．艇庫前の公園の利用は、公園敷地面積の半分以内に収め、長時間にわたる利用は控える。 

７．公園使用において、重大な問題が発生した場合は、一両日以内に自治会に報告する。 

８．河川敷のグラウンドを通行する際は端を通る。 

 

第９条（練習に関する事項） 
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1. 別に定める安全規則および安全マニュアルに則り、活動する。 

2. 必ず堤防に監視を付け、自転車や歩行者に注意を払い、危険を感じたら警告する。 

3. 緊急時には部内連絡手段を用いて連絡する。 

4. ウォーミングアップは通行人の邪魔にならないように河川敷で行なう。 

5. モーターボートを河川上に置くときは確実に係留し、使用後は艇庫へ運び込む。 

6. 乗艇後は必ず艇清掃を行う。 

 

第１０条（合宿所および艇庫における事項） 

1. 近所の迷惑にならないように 20 時～7 時は音楽を鳴らしてはいけない。21 時以降は音

が漏れないように静粛にし、換気が必要な場合以外は、窓とシャッターを閉める。2 階

消灯は 22 時とする。 

2. 部の共有物を大切に扱い、使用後は所定の場所に戻し、無断で持ち出さない。 

3. 艇庫、合宿所は、平日晩に簡易清掃、週末に定期清掃を行い、4S（整理・整頓・清潔・

清掃）を行なう。 

4. 食堂は食事、ミーティング、勉強をする者を優先する。 

5. 合宿所 2 階および女子宿舎はふた付き容器に入った水、炭酸水、お茶（砂糖を含まな

い飲料）以外の飲食物は持ち込まない。 

6. 水道、電気、ガスの節約に努める。 

7. 不足品は係へ報告等を行い、直ぐに補充する。 

8. 最終退出者は全ての施錠がされていることを確認して退出する。 

 

第１１条（主将、主務） 

1. 男子主将、女子主将および主務は最上級生の総意に基づいて決められ、部長および監督

の承認を得るものとする。 

2. 部から代表として主将 1 名を選出する時は、男子主将あるいは女子主将から選出し、

部長および監督の承認を得るものとする。 

3. 男子主将、女子主将および主務は、納会の 1 か月前までに決めることが望ましく、確

実に前任者から引継ぎを行うこととする。 

4. 男子主将は男子選手、女子主将は女子選手、主務はスタッフの責任を負う立場であるこ

とをしっかりと理解し、チームを１つにまとめて、目標を達成するために他の部員以上

に努力し、部員全員が意見を出せるように努めることとする。 

 

第１２条（幹部およびその他の役職） 

１．幹部とは、男子主将、女子主将、主務、男子副将、女子副将、副務をいう。 

２．その他の役職として、会計、広報、後援会、渉外、栄養担当、トレーナーを定め、主務

がこれらを統括する。 
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３．幹部およびその他の役職者の任期は、納会までとし、納会までに全員者から引継ぎを行

うこととする。 

 

第１３条（選手、スタッフ） 

1. 1 年生を除き、納会までに次年度選手を継続するかを決め、次年度の納会終了まで継続

するものとする。 

2. 部会（全体ミーティング）を原則として毎週土曜日に行なうものとする。議長は主将と

するが、主将が遂行できない場合は、主将が指名した代理者が代行することとする。 

3. スタッフミーティングは原則として毎週土曜日に行なうものとする。議長は主務とす

るが、主務が遂行できない場合は、主務が指名した代理者は代行することとする。 

 

第１４条（安全管理） 

１．原則として最上級生から安全対策委員長を選抜することとする。 

２．安全対策委員長は、毎月の安全対策委員会、年 1 回の救命講習会、航路勉強会を実施

し、出艇表の管理を行うこととする。 

３．練習中に事故が起きた時は、当事者は速やかに安全対策委員長、主将、主務、監督、コ

ーチに連絡することとする。 

４．安全対策委員長は、事故当時者にアクシデントレポートあるいはインシデントレポー

トを提出させ、部内で再発防止の徹底およびレポートを保管することとする。 

 

第１５条（処分事由） 

当部は、部員が次の各号の一つに該当したときは、本部則の定めに従って処分を行うことが

できる。 

１．本部則に違反するとき 

２．正当な事由なく、遅刻、早退、無断欠席を重ねたとき 

３．暴力、暴言、脅迫、差別的言動、いじめその他これらに類似する行為を行ったとき 

４．各種ハラスメントに該当する行為を行ったとき 

５．未成年飲酒、喫煙、喧嘩、その他素行不良により当部の秩序・風紀を著しく乱したとき 

６．酒気を帯びて競技を行ったとき 

７．アンチ・ドーピング規程が定める禁止物質の使用 

８．八百長行為その他スポーツマンシップに反する行為を行ったとき 

９．刑事事件等、刑事法規に反する行為を行ったとき 

１０． 当部の品位を害し、当部又は部員等の名誉を毀損又は信用を失墜させる行為を行っ

たとき 

１１． その他前各号に準ずるような、当部の部員としてふさわしくない行為を行ったとき 
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第１６条（処分の種類・内容） 

当部は、処分事由に該当する者に対して、処分事由の内容・程度及び情状に応じ、以下の 

処分を行うことができる。 

１．訓戒（厳重注意） 

２．一定期間の活動停止 

３．退部 

 

第１７条（刑事裁判等との関係） 

処分の対象となる行為について、その対象となる者が刑事裁判、競技団体による処分その他

の当部以外の処分を受けたとき又は受けようとするときであっても、当部は、同一案件につ

いて、適宜に、その処分事由に該当した者を処分することができる。 

 

第１８条（処分手続） 

処分事由に該当するおそれがあると認められる場合は、監督あるいは部長が事実関係を調

査した上で、処分の要否及びその内容につき、監督及び部長並びに主将及び主務が合議の上

で決定する。 

 

第１９条（弁明の機会の付与） 

当部は、処分事由に該当するおそれがあるとして処分手続の対象となる部員に対し、予め処

分対象行為を示した上で口頭又は書面による弁明の機会を付与しなければならない。 

 

第２０条（処分の通知） 

当部は、部員に対する処分を決定した場合には、当該部員に対し、書面により処分決定 

を通知する。 

 

第２１条（部則の変更） 

本部則は、部員の総意に基づき変更することができ、部長および監督の承認を得るものとす

る。 
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変更履歴 

変更日 変更内容 

2015 年 7 月 10 日  

2019 年 12 月 16 日  

2022 年 6 月 8 日  

2025 年 1１月 女子リーダーを女子主将に変更 

2026 年 1 月 備品の破損あるいは紛失を追加 

2026 年 5 月 第１条（目的） 

第３条（部員の義務） 

第 4 条（禁止事項） 

第５条（部費等の納入） 

第６条（支払手続） 

第１５条（処分事由） 

第１６条（処分の種類・内容） 

第１７条（刑事裁判等との関係） 

第１８条（処分手続） 

第１９条（弁明の機会の付与） 

第２０条（処分の通知） 

第２１条（部則の変更） 

を追加 

また、それ以外の条項について整理し、文言等変更 

 


